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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波探蝕子（２）を介した超音波の送受信によって生体組織の超音波断層画像を撮影
する超音波画像撮影部（３）と、
　前記超音波断層画像から皮下脂肪組織の厚さと筋組織の厚さを計測する組織厚計測部（
４）と、
　前記超音波断層画像の皮下脂肪組織および筋組織に対応する画像領域の画像データから
、各画像領域のテクスチャの特徴を表す特徴パラメータを演算する特徴演算部（５）と、
　前記皮下脂肪組織の厚さ、前記筋組織の厚さ、および前記特徴パラメータの値から前記
超音波断層画像が複数に分類されたグループのいずれに所属するかを判定する画像分類部
（６）と、
　前記各グループに対応した皮下脂肪組織および筋組織の組織性状を記録した組織性状デ
ータベース（１０）と、
　前記組織性状に基づいた皮下脂肪組織および筋組織の評価を記録した評価データベース
（１１）と、
　前記組織性状データベース（１０）および前記評価データベース（１１）から情報を抽
出するデータ処理部（７）と、
　前記データ処理部（７）で抽出された情報を表示する表示部（８）とを有する超音波断
層画像による生体組織評価システム。
【請求項２】
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　請求項１に記載した超音波断層画像による生体組織評価システムであって、
　前記組織厚計測部（４）は、前記超音波断層画像に基づいて入力された皮下脂肪組織お
よび筋組織の境界の位置から、各組織の厚さを計測するものである超音波断層画像による
生体組織評価システム。
【請求項３】
　請求項１，２のいずれか１項に記載した超音波断層画像による生体組織評価システムで
あって、
　前記特徴演算部（５）は、前記特徴パラメータとして、前記超音波断層画像上に設定さ
れた演算領域（２３，２４）における、画素の濃度の頻度分布、濃度の平均値、濃度の分
散を演算するものであり、さらに、
　前記特徴演算部（５）は、前記特徴パラメータとして、前記演算領域（２３，２４）に
おける濃度共起行列から求められるテクスチャ特徴量としてのエネルギー、慣性、エント
ロピーおよび相関を演算するものである超音波断層画像による生体組織評価システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載した超音波断層画像による生体組織評価システムで
あって、
　前記画像分類部（６）は、前記皮下脂肪組織の厚さ、前記筋組織の厚さおよび前記特徴
パラメータからなる多次元空間における各グループ間の境界情報を予め記憶しておき、そ
の境界情報から対象の超音波断層画像が所属するグループを判定するものである超音波断
層画像による生体組織評価システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載した超音波断層画像による生体組織評価システムで
あって、
　前記組織性状データベース（１０）は、前記各グループに対して皮下脂肪組織および筋
組織が如何なる組織性状を有するかが記録されており、前記各グループと前記組織性状と
を対応付けるものである超音波断層画像による生体組織評価システム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載した超音波断層画像による生体組織評価システムで
あって、
　前記評価データベース（１１）は、前記組織性状とそれに対応する評価情報との関係が
記録されており、前記組織性状データベース（１０）から抽出された前記組織性状に基づ
いて前記評価情報を抽出可能なものである超音波断層画像による生体組織評価システム。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか１項に記載した超音波断層画像による生体組織評価システムで
あって、
　識別情報と身体計測情報を記録した身体計測データベース（１２）と、
　識別情報と生活習慣情報を記録した生活習慣データベース（１３）とを有し、
　前記評価データベース（１１）は、前記組織性状、前記身体計測情報および前記生活習
慣情報とそれらに対応する評価情報との関係が記録されており、前記組織性状、前記身体
計測情報および前記生活習慣情報に基づいて前記評価情報を抽出可能なものである超音波
断層画像による生体組織評価システム。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載した超音波断層画像による生体組織評価システムで
あって、
　前記表示部（８）は、前記超音波画像撮影部（３）で撮影された前記超音波断層画像、
前記組織厚計測部（４）で計測された前記皮下脂肪組織の厚さおよび前記筋組織の厚さ、
前記特徴演算部（５）で求められた前記特徴パラメータ、前記画像分類部（６）で判定さ
れた所属グループ、前記組織性状データベース（１０）から抽出された前記組織性状、お
よび、前記評価データベース（１１）から抽出された前記評価情報を表示可能なものであ
る超音波断層画像による生体組織評価システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、超音波探蝕子を介した超音波の送受信によって撮影された超音波断層画像
に基づいて、皮下脂肪組織および筋組織の組織性状を評価するシステムに関するものであ
り、さらに詳しくは、量的な指標としての組織の厚さと質的な指標としてのテクスチャの
特徴パラメータの両方を利用して、適切な評価を可能とした超音波断層画像による生体組
織評価システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波探触子から出力される超音波を利用して超音波断層画像を生成し、その画
像から皮下脂肪組織や筋組織の厚さを計測する超音波画像計測装置が開発されている。ま
た、このような超音波断層画像において、画像のテクスチャ情報を用いて診断の補助や、
組織領域の境界を検出する技術がある。
【０００３】
　下記の特許文献１には、超音波断層画像によって皮下脂肪の皮脂厚測定にあたり、所望
の要素を抽出して表示するようにして測定を容易とすることが記載されている。また、特
許文献２には、超音波断層画像のテクスチャ情報に基づいて肝疾患の診断支援を行うこと
が記載されている。特許文献３には、同じく超音波断層画像のテクスチャ情報に基づいて
、臓器や腫瘍などの注目組織の境界を検出することが記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２１８６７６号公報
【特許文献２】特開２００２－１６３６３５号公報
【特許文献３】特開平９－８４７９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方、超音波断層画像を利用して生体組織の性質や状態の評価を行い、健康状態の把握
、疾病の発見や予防に利用しようという方向が考えられる。このような生体組織の性状評
価は、生活習慣病の予防や高齢者の介護予防などにも効果的に利用することができる。
【０００６】
　特許文献１の技術は、皮脂厚測定を容易にするための画像処理ではあるが、生体組織の
性状を扱うために必要なテクスチャ情報を利用しておらず、上記のような生体組織の性状
評価を行うことは困難である。
【０００７】
　特許文献２の技術は、超音波画像のテクスチャ情報を利用して、肝疾患の診断支援を行
っている。しかしながら、特許文献２の技術は、肝臓画像のテクスチャ情報のみを扱った
ものであり、長さや面積などの量的な指標は考慮されていない。したがって、脂肪や筋の
ようにその量に大きな個人差があり、また運動やダイエットなどによりその量が大きく変
化する対象にそのまま適用することはできない。
【０００８】
　特許文献３の技術は、超音波画像のテクスチャ情報を利用して注目組織の境界検出を行
っているが、生体組織の性状評価については考慮されていない。以上のように、超音波断
層画像を利用して生体組織の性質や状態の評価を行うためには、従来の技術では不十分で
あった。
【０００９】
　そこで、本発明は、量的指標である組織の厚さと質的指標であるテクスチャの特徴パラ
メータの両方を利用して、正確で適切な生体組織性状の評価を行うことができる超音波断
層画像による生体組織評価システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の超音波断層画像による生体組織評価システムは、
超音波探蝕子を介した超音波の送受信によって生体組織の超音波断層画像を撮影する超音
波画像撮影部と、前記超音波断層画像から皮下脂肪組織の厚さと筋組織の厚さを計測する
組織厚計測部と、前記超音波断層画像の皮下脂肪組織および筋組織に対応する画像領域の
画像データから、各画像領域のテクスチャの特徴を表す特徴パラメータを演算する特徴演
算部と、前記皮下脂肪組織の厚さ、前記筋組織の厚さ、および前記特徴パラメータの値か
ら前記超音波断層画像が複数に分類されたグループのいずれに所属するかを判定する画像
分類部と、前記各グループに対応した皮下脂肪組織および筋組織の組織性状を記録した組
織性状データベースと、前記組織性状に基づいた皮下脂肪組織および筋組織の評価を記録
した評価データベースと、前記組織性状データベースおよび前記評価データベースから情
報を抽出するデータ処理部と、前記データ処理部で抽出された情報を表示する表示部とを
有するものである。
【００１１】
　また、上記の超音波断層画像による生体組織評価システムにおいて、前記組織厚計測部
は、前記超音波断層画像に基づいて入力された皮下脂肪組織および筋組織の境界の位置か
ら、各組織の厚さを計測するものであることが好ましい。
【００１２】
　また、上記の超音波断層画像による生体組織評価システムにおいて、前記特徴演算部は
、前記特徴パラメータとして、前記超音波断層画像上に設定された演算領域における、画
素の濃度の頻度分布、濃度の平均値、濃度の分散を演算するものであり、さらに、前記特
徴演算部は、前記特徴パラメータとして、前記演算領域における濃度共起行列から求めら
れるテクスチャ特徴量としてのエネルギー、慣性、エントロピーおよび相関を演算するも
のであることが好ましい。
【００１３】
　また、上記の超音波断層画像による生体組織評価システムにおいて、前記画像分類部は
、前記皮下脂肪組織の厚さ、前記筋組織の厚さおよび前記特徴パラメータからなる多次元
空間における各グループ間の境界情報を予め記憶しておき、その境界情報から対象の超音
波断層画像が所属するグループを判定するものであることが好ましい。
【００１４】
　また、上記の超音波断層画像による生体組織評価システムにおいて、前記組織性状デー
タベースは、前記各グループに対して皮下脂肪組織および筋組織が如何なる組織性状を有
するかが記録されており、前記各グループと前記組織性状とを対応付けるものであること
が好ましい。
【００１５】
　また、上記の超音波断層画像による生体組織評価システムにおいて、前記評価データベ
ースは、前記組織性状とそれに対応する評価情報との関係が記録されており、前記組織性
状データベースから抽出された前記組織性状に基づいて前記評価情報を抽出可能なものと
することができる。
【００１６】
　また、上記の超音波断層画像による生体組織評価システムにおいて、識別情報と身体計
測情報を記録した身体計測データベースと、識別情報と生活習慣情報を記録した生活習慣
データベースとを有し、前記評価データベースは、前記組織性状、前記身体計測情報およ
び前記生活習慣情報とそれらに対応する評価情報との関係が記録されており、前記組織性
状、前記身体計測情報および前記生活習慣情報に基づいて前記評価情報を抽出可能なもの
とすることができる。
【００１７】
　また、上記の超音波断層画像による生体組織評価システムにおいて、前記表示部は、前
記超音波画像撮影部で撮影された前記超音波断層画像、前記組織厚計測部で計測された前
記皮下脂肪組織の厚さおよび前記筋組織の厚さ、前記特徴演算部で求められた前記特徴パ
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ラメータ、前記画像分類部で判定された所属グループ、前記組織性状データベースから抽
出された前記組織性状、および、前記評価データベースから抽出された前記評価情報を表
示可能なものであることが好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下のような効果を奏する。
【００１９】
　生体組織の超音波断層画像から、量的指標である組織の厚さと質的指標であるテクスチ
ャの特徴パラメータの両方を求めて利用することにより、正確で適切な生体組織性状の評
価を行うことができる。これによって、健康状態の把握、疾病の発見や予防を的確に行う
ことができ、生活習慣病の予防や高齢者の介護予防などにも効果的に利用することができ
る。
【００２０】
　テクスチャの特徴パラメータとして、画素の濃度の頻度分布、濃度の平均値、濃度の分
散、ならびに濃度共起行列から求められるエネルギー、慣性、エントロピーおよび相関を
利用することにより、テクスチャの特徴点を的確に評価することができる。
【００２１】
　組織性状データベースに加えて身体計測データベースと生活習慣データベースとを参照
して評価情報を取得することにより、より的確な生体組織性状の評価を行うことができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。図１は、本発明の超音波断層画
像による生体組織評価システム１の全体構成を示すブロック図である。超音波探蝕子２と
超音波画像撮影部３は、超音波の送受信によって生体組織の超音波断層画像を撮影するた
めのものである。超音波探蝕子２の内部には、超音波の送受信を行う多数の超音波振動子
が配置されており、生体組織から反射される超音波を検出する。超音波画像撮影部３は超
音波の検出信号から、生体組織の超音波断層画像を生成し、その断層画像を出力する。
【００２３】
　断層画像の各画素は、画像の濃度（濃淡度または輝度と呼ばれる場合もある。）の値を
保持している。断層画像は生体の組織の種類や性状に応じて、特有の濃淡パターンを呈す
る。このような濃淡パターンをテクスチャと呼ぶ。皮下脂肪組織、筋組織、骨組織などの
組織の種類によって断層画像のテクスチャは異なるものとなり、また、同じ生体組織であ
っても生体組織の性状（性質や状態）によって異なるテクスチャを示すものである。例え
ば、筋組織では、霜降り状の模様の有無、層状模様の有無などのいろいろな種類のテクス
チャが認められる。
【００２４】
　超音波画像撮影部３から出力された評価対象の超音波断層画像は、組織厚計測部４に送
られ、皮下脂肪組織および筋組織の厚さが計測され求められる。皮下脂肪組織および筋組
織の境界は、生体組織評価システム１の操作者により判断されて、それらの境界位置が入
力され、データ処理部７から組織厚計測部４に送られる。
【００２５】
　すなわち、超音波画像撮影部３から出力された超音波断層画像は、データ処理部７にも
送られて表示部８に表示されている。操作者は、表示部８に表示された超音波断層画像か
ら皮下脂肪組織および筋組織の境界位置を判断して、それらの境界位置を入力部９から入
力する。入力部９は、マウス、ペンタブレット等の位置入力機器を含み、境界位置を表示
部８の表示画面上で確認しながら入力できるようになっている。
【００２６】
　組織厚計測部４で求められた皮下脂肪組織の厚さと筋組織の厚さは、画像分類部６に送
られる。これらの組織の厚さの情報は、各組織の量を示す量的指標である。画像分類部６
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は、評価対象の超音波断層画像が予め分類分けされた複数のグループのいずれに所属する
のかを判定する。
【００２７】
　また、評価対象の超音波断層画像は、超音波画像撮影部３から特徴演算部５に送られ、
皮下脂肪組織および筋組織のテクスチャから、それらのテクスチャの特徴パラメータを抽
出する。特徴パラメータとは、テクスチャの特徴を表すために所定の画像領域の画素の値
から演算される数値である。特徴パラメータには、テクスチャの種々の特徴を定量的に把
握するために適した複数種類のパラメータがある。特徴パラメータを抽出する領域は皮下
脂肪組織および筋組織のそれぞれに設定される。
【００２８】
　皮下脂肪組織および筋組織のそれぞれについて演算された、種々の特徴パラメータの情
報は各組織の質を示す質的指標である。各組織における霜降り状構造の有無、層状構造の
有無などが定量的に判定できる。これらの特徴パラメータの情報は画像分類部６に送られ
る。画像分類部６は、組織厚計測部４からの各組織の厚さの情報と、各組織のテクスチャ
の特徴パラメータの情報から、評価対象の超音波断層画像が予め分類分けされた複数のグ
ループのいずれに所属するのかを判定する。
【００２９】
　超音波断層画像がどのグループに所属するかを判定した所属グループ情報は、画像分類
部６からデータ処理部７に送られる。データ処理部７ではこの所属グループ情報によって
組織性状データベース１０に問い合わせを行い、所属グループに対応する組織性状の情報
を取得する。組織性状データベース１０は、超音波断層画像の所属グループと組織性状の
タイプとを対応付けて記録したものである。例えば、所属グループがグループｎの超音波
断層画像に対して、組織性状のタイプｎ（皮下脂肪：厚め，筋：薄め，霜降り模様：中，
層状模様：強い，…）が対応付けられている。
【００３０】
　さらに、データ処理部７は、超音波断層画像に付加されている識別情報（識別番号や氏
名など個人特定情報）により、身体計測データベース１２から身体計測情報（身長，体重
，体脂肪率，筋力，…）を取得する。また、データ処理部７は、識別情報により生活習慣
データベース１３から生活習慣情報（酒量，喫煙の有無，睡眠時間，運動経験，運動習慣
，…）を取得する。身体計測データベース１２には識別情報と身体計測情報とが関連付け
られて記録されており、生活習慣データベース１３には識別情報と生活習慣情報とが関連
付けられて記録されている。
【００３１】
　そして、データ処理部７は、組織性状データベース１０から取得した組織性状のタイプ
情報、身体計測データベース１２から取得した身体計測情報、および、生活習慣データベ
ース１３から取得した生活習慣情報によって評価データベース１１に問い合わせを行い、
これらの情報によって判定された評価情報を取得する。評価情報は、組織性状のタイプ情
報、身体計測情報、生活習慣情報を総合して判定された情報であり、例えば、評価ｍ（脂
肪率：高め，筋力：標準，軽い有酸素運動とレジスタンス運動を推奨，…）というような
内容である。
【００３２】
　なお、ここではデータ処理部７が、組織性状データベース１０から取得した組織性状の
タイプ情報に加えて、身体計測データベース１２から取得した身体計測情報と生活習慣デ
ータベース１３から取得した生活習慣情報とを利用するようにしているが、身体計測情報
と生活習慣情報を省略して組織性状のタイプ情報のみから評価情報を取得するようにする
こともできる。この場合、身体計測データベース１２と生活習慣データベース１３は省略
することができる。ただし、身体計測データベース１２と生活習慣データベース１３を参
照した方がより的確な評価情報を得ることができる。
【００３３】
　データ処理部７は、超音波断層画像からこのような評価情報を取得して、その評価情報
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を他の情報とともに表示部８に表示する。表示部８には、評価対象の超音波断層画像、各
組織の厚さ情報、各組織のテクスチャの特徴パラメータ情報、所属グループ情報、組織性
状のタイプ情報、身体計測情報、生活習慣情報、評価情報を任意に選択して表示できる。
また、これらの情報を任意に組み合わせて表示することもできる。さらに、これらの情報
をプリンタ等により印字出力できるようになっている。
【００３４】
　評価情報に加えて、さらに具体的な生活や運動の改善提案を提示することもできる。例
えば、酒量を５０％減、煙草を２０本減、糖分は控える、ウォーキング２０分、筋力トレ
ーニング３０分などのような具体的な提案を提示する。
【００３５】
　図２は、超音波画像撮影部３で撮影した超音波断層画像２０の例を模式的に示した図で
ある。超音波断層画像２０は、皮下脂肪組織を示す領域２１と筋組織を示す領域２２を含
んでいる。各組織の境界は操作者が判断する。このような超音波断層画像２０を表示部８
に表示させながら、操作者が各組織の境界位置を入力部９から入力する。入力された境界
位置によって、組織厚計測部４が皮下脂肪組織の厚さＤ１と筋組織の厚さＤ２を求める。
【００３６】
　皮下脂肪組織を示す領域２１と、筋組織を示す領域２２には、それぞれテクスチャの特
徴パラメータを抽出するための演算対象となる演算領域２３，２４が設定される。これら
の演算領域２３，２４は、操作者が任意に設定するようにしてもよいし、領域２１，２２
のそれぞれの中央部に自動的に設定するようにしてもよい。
【００３７】
　図３は、生体組織の超音波断層画像の分類分けを示す図である。予め、超音波断層画像
の多数のサンプルを複数のグループに分類し、それぞれのグループの境界が求められてい
る。各グループの分類分けは、皮下脂肪組織の厚さ、筋組織の厚さ、および各組織のテク
スチャの特徴パラメータを利用する。テクスチャの特徴パラメータには複数の種類のパラ
メータがある。量的指標である組織の厚さと質的指標であるテクスチャの特徴パラメータ
の両方を利用することにより、的確な分類分けを行うことができ、正確で適切な生体組織
性状の評価を行うことができる。
【００３８】
　各組織の厚さと各組織のテクスチャの特徴パラメータにより、全部でＭ個のパラメータ
を利用する場合、グループ１～Ｎの各グループはＭ次元の多次元空間の中でそれぞれのグ
ループに分類分けされる。図３では、パラメータｍ、パラメータｎの２つのパラメータの
みが示されている。多数のサンプルからそれらを複数のグループに分類分けして、グルー
プ間の境界を求める手法としては、公知のクラスタ解析などが用いられる。例えば、パラ
メータ１～Ｍによって計算されるサンプル間の距離によって複数グループに分類分けされ
、グループ間の境界が求められる。
【００３９】
　このようにして予め求められているグループ１～Ｎの境界情報により、画像分類部６は
評価対象の超音波断層画像がどのグループに所属するのかを判定するのである。画像分類
部６にはＭ次元の多次元空間における各グループ間の境界情報が記憶されている。すなわ
ち、所属グループの判定にも各組織の厚さと各組織のテクスチャの特徴パラメータの両方
（パラメータ１～Ｍ）が利用される。量的指標である組織の厚さと質的指標であるテクス
チャの特徴パラメータの両方を利用することにより、正確で的確な所属グループの判定を
行うことができる。
【００４０】
　次に、テクスチャの特徴パラメータについて説明する。特徴パラメータとしては、まず
、図２に示す演算領域２３，２４における個々の画素の濃度の頻度分布を示す濃度ヒスト
グラムと、その濃度ヒストグラムから求められる濃度の平均値、分散などの統計量がある
。これらは単独の画素に対する統計量であり、１次統計量と呼ばれる。
【００４１】
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　次に、演算領域２３，２４における２つの画素の組に対する濃度の配置を示す特徴パラ
メータがある。このような特徴パラメータは２次統計量と呼ばれ、代表的なものとしては
濃度共起行列に基づく種々のパラメータがある。濃度共起行列は、濃度ｉの点に対して一
定の位置関係δだけ離れた点の濃度がｊである頻度（または確率）Ｐδ（ｉ，ｊ）を要素
とする行列である。この濃度共起行列は、濃度ｉと濃度ｊの２つの画素が位置関係δにあ
る頻度を示す行列となる。
【００４２】
　この濃度共起行列から求められるテクスチャの特徴量として、エネルギー、慣性、エン
トロピーおよび相関と呼ばれるパラメータがある。それぞれ、以下に示すような数式によ
って計算される特徴量である。
【００４３】
　まず、エネルギーｑ１は、次式によって計算される。
　　ｑ１＝ΣｉΣｊ｛Ｐδ（ｉ，ｊ）｝２

慣性ｑ２は、次式によって計算される。
　　ｑ２＝ΣｉΣｊ（ｉ－ｊ）２Ｐδ（ｉ，ｊ）
エントロピーｑ３は、次式によって計算される。
　　ｑ３＝ΣｉΣｊＰδ（ｉ，ｊ）ｌｏｇＰδ（ｉ，ｊ）
【００４４】
相関ｑ４は、次式によって計算される。
　　ｑ４＝｛ΣｉΣｊｉ・ｊＰδ（ｉ，ｊ）－μｘμｙ｝／σｘσｙ

ただし、上式において、
　　μｘ＝Σｉ｛ｉ・ΣｊＰδ（ｉ，ｊ）｝
　　μｙ＝Σｊ｛ｊ・ΣｉＰδ（ｉ，ｊ）｝
　　σｘ

２＝Σｉ｛（ｉ－μｘ）２ΣｊＰδ（ｉ，ｊ）｝
　　σｙ

２＝Σｊ｛（ｊ－μｙ）２ΣｉＰδ（ｉ，ｊ）｝
である。
【００４５】
　なお、濃度ｉ，ｊの階調をｋとすると、ｉ，ｊの取り得る値は０～ｋ－１となる。以上
の式中のΣｉはｉ＝０～ｋ－１の和を表し、Σｊはｊ＝０～ｋ－１の和を表すものとする
。また、以上の特徴量において、頻度Ｐδ（ｉ，ｊ）は確率として正規化されているもの
とする。すなわち、
　　ΣｉΣｊＰδ（ｉ，ｊ）＝１
である。また、２画素間の位置関係δとしては、角度が０度，４５度，９０度，１３５度
方向に隣接する２点間の位置関係がよく利用される。
【００４６】
　以上のような、濃度の頻度分布（濃度ヒストグラム）、濃度の平均値、濃度の分散、な
らびに濃度共起行列から求められるエネルギー、慣性、エントロピーおよび相関をテクス
チャの特徴パラメータとして利用することにより、テクスチャの特徴点を的確に評価でき
るようになる。なお、濃度の平均値、分散以外の統計量を特徴パラメータとして利用して
もよいし、濃度共起行列から求められる特徴パラメータとしても上記以外の種類のパラメ
ータを利用してもよい。
【００４７】
　以上のように、生体組織の超音波断層画像から、量的指標である組織の厚さと質的指標
であるテクスチャの特徴パラメータの両方を求めて利用することにより、正確で適切な生
体組織性状の評価を行うことができる。これによって、健康状態の把握、疾病の発見や予
防を的確に行うことができ、生活習慣病の予防や高齢者の介護予防などにも効果的に利用
することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明の超音波断層画像による生体組織評価システムによれば、正確で適切な生体組織
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性状の評価を行うことができ、これによって、健康状態の把握、疾病の発見や予防を的確
に行うことができ、生活習慣病の予防や高齢者の介護予防などにも効果的に利用すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の超音波断層画像による生体組織評価システム１の全体構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】超音波断層画像２０の例を示す図である。
【図３】超音波断層画像の分類分けを示す図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　生体組織評価システム
　２　超音波探蝕子
　３　超音波画像撮影部
　４　組織厚計測部
　５　特徴演算部
　６　画像分類部
　７　データ処理部
　８　表示部
　９　入力部
　１０　組織性状データベース
　１１　評価データベース
　１２　身体計測データベース
　１３　生活習慣データベース
　２０　超音波断層画像
　２３，２４　演算領域
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